
は
じ
め
に

二
〇
一
九
年
の
人
口
統
計
で
は
、
日
本
人
の
平

均
寿
命
は
、
男
性
は
八
一
・
五
歳
で
世
界
二
位
、

女
性
は
八
六
・
九
歳
で
世
界
一
位
と
な
っ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
介
護
な
し
に
自
立
し
て
動
き
回
れ

る
健
康
寿
命
は
男
女
と
も
日
本
が
第
一
位
で
す
。

現
在
、
壮
年
期
あ
る
い
は
こ
の
時
期
を
超
え
た
年

代
の
多
く
の
方
々
は
、
健
康
寿
命
を
で
き
る
だ
け

延
ば
そ
う
と
考
え
ら
れ
て
お
ら
れ
る
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
「
病
気
を
予
防

し
体
を
毀き
し
ょ
う傷
し
な
い
こ
と
、
す
な
わ
ち
損
な
い
傷

つ
け
な
い
こ
と
」
が
肝
要
と
思
わ
れ
ま
す
。
今
か

ら
約
二
六
〇
〇
年
前
の
紀
元
前
五
〇
〇
年
前
後
に

中
国
春
秋
時
代
に
書
か
れ
た
孝
経
と
い
う
書
物
の

中
に
「
身
体
髪は
っ
ぷ膚
、
之
を
父
母
に
受
く
。
あ
え
て

毀
傷
せ
ざ
る
は
、
孝
の
始
な
り
。」
と
い
う
文
言

が
あ
り
ま
す
。
孝
経
は
、
孔
子
と
弟
子
の
曽
子
の

問
答
の
形
で
孝
道
に
つ
い
て
述
べ
、
孝
を
最
高
道

徳
、
治
国
の
根
本
と
す
る
と
い
う
内
容
で
す
。
孝

の
実
現
に
は
健
康
な
体
を
保
つ
こ
と
が
ま
ず
も
っ

て
重
要
で
あ
る
と
強
調
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま

す
。
二
一
世
紀
の
現
代
で
は
、
傷
つ
き
弱
っ
た
体

を
治
療
に
よ
り
元
通
り
に
修
復
す
る
こ
と
も
場
合

に
よ
っ
て
は
可
能
な
時
代
に
な
っ
て
き
て
は
い
ま

す
が
、
予
防
に
よ
り
体
を
弱
ら
せ
な
い
こ
と
が
健

康
寿
命
を
保
つ
意
味
で
は
よ
り
効
果
的
で
は
な
い

か
と
考
え
ま
す
。

そ
し
て
「
病
気
を
予
防
す
る
」
と
い
う
目
的
の

た
め
に
動
い
て
い
る
組
織
が
健
診
機
関
等
の
予
防

医
療
施
設
で
す
。
多
く
の
皆
様
が
こ
れ
ら
予
防
医

療
施
設
を
利
用
さ
れ
、「
自
分
の
身
体
は
自
分
で

守
る
」
と
い
う
志
を
持
た
れ
日
頃
の
健
康
を
維
持

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。（
注
１
）

寄
　
稿健

康
寿
命
の
延
伸
を
目
指
し
た
健
診
の
有
用
性

―
健
診
は
「
自
分
の
身
体
は
自
分
で
守
る
」
た
め
の
端
緒
と
な
る
―

虎
の
門
病
院
　
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー・画
像
セ
ン
タ
ー 

顧
問 

　
　
　

荒
瀬
　
康
司

予
防
医
療
の
種
類

予
防
医
療
に
は
、
表
１
に
示
し
ま
す
よ
う
に
い

く
つ
か
の
種
類
が
あ
り
ま
す
。
一
般
に
人
間
ド
ッ

ク
等
の
健
診
で
は
、
一
次
な
い
し
二
次
予
防
医
療

が
主
体
で
す
。

一
次
予
防
で
は
、
健
診
結
果
を
も
と
に
し
て
健

康
増
進
の
た
め
の
生
活
習
慣
の
改
善
（
適
切
な
食

生
活
、
仕
事
時
間
、
運
動
の
方
法
、
適
正
飲
酒
、

禁
煙
、
ス
ト
レ
ス
解
消
な
ど
）
を
担
当
医
、
保
健

 

 

 

 

 

 

 

 

表１．予防医療の種類 

予防医療の種類 内容 

〇次予防 生活環境を改善することにより健康の増進・維持に取り組

む。 

一次予防 疾病発生を未然に防ぐ行為で、健康増進（生活習慣の改善

等）と特異的予防（予防接種等）に分かれる。 

二次予防 疾病を早期に発見・治療する行為で、早期発見と早期治療

に分かれる。 

三次予防 重症化した疾患から社会復帰するための行為。機能低下防

止、リハビリテーション等がある。 

四次予防 診療や治療での副作用あるいは合併症の予防等がある。 

五次予防 経済的な格差や社会状況の差により起こる疾患の予防等

がある。 

 

 表１ 予防医療の種類

07 人事院月報　No.890

人事院890_007_011_健康週間寄稿・荒瀬先生_cs6.indd   7 2023/09/22   19:15



師
等
が
指
導
あ
る
い
は
助
言
し
ま
す
。
二
次
予
防

で
は
、
進
展
あ
る
い
は
重
症
化
す
る
と
生
命
に
危

険
が
生
じ
得
る
疾
患
を
早
期
に
発
見
し
、
必
要
に

応
じ
た
治
療
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

予
防
医
療
の
有
用
性

予
防
医
療
を
主
た
る
目
的
と
す
る
健
診
に
は
、

表
２
に
示
し
た
よ
う
な
有
用
な
点
が
あ
り
ま
す
。

切
ら
な
く
て
も
内
視
鏡
的
に
切
除
で
き
る
場
合
が

多
く
な
り
ま
す
。
確
か
に
、
膵
臓
が
ん
の
よ
う
に

早
期
発
見
し
に
く
い
疾
患
も
あ
り
ま
す
し
、
同
じ

が
ん
で
も
水
が
砂
に
浸
み
込
む
よ
う
に
極
め
て
広

が
り
や
す
い
、
転
移
し
や
す
い
タ
イ
プ
も
あ
り
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
、
健
診
等
で
は
、
自
覚
症
状

出
現
前
に
疾
患
が
見
つ
か
る
こ
と
が
多
い
た
め
、

そ
の
治
療
も
比
較
的
負
担
の
少
な
い
方
法
が
選
択

さ
れ
る
確
率
が
高
く
な
り
ま
す
。
体
に
負
担
の
少

な
い
治
療
方
法
が
選
択
で
き
れ
ば
、
治
療
に
よ
る

身
体
へ
の
影
響
も
少
な
く
、
従
っ
て
社
会
復
帰
も

早
く
、
そ
の
後
の
社
会
生
活
で
の
ハ
ン
デ
ィ

キ
ャ
ッ
プ
も
少
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

有
用
性
の
第
二
は
、
生
活
習
慣
に
起
因
す
る
こ

と
の
多
い
、
い
わ
ゆ
る
生
活
習
慣
病
あ
る
い
は
そ

の
予
備
群
の
発
見
で
す
。
高
血
圧
、
糖
尿
病
、
高

脂
血
症
、
脂
肪
肝
、
肥
満
等
は
、
生
活
習
慣
に
何

か
し
ら
問
題
が
あ
る
と
発
生
し
や
す
い
疾
患
で

す
。
生
活
習
慣
病
が
あ
る
と
、
将
来
、
生
命
を
危

う
く
す
る
よ
う
な
状
態
を
招
き
や
す
く
な
る
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
健
診
担
当
医
は
、
こ
れ
ら
の

生
活
習
慣
病
あ
る
い
は
そ
の
予
備
群
を
診
断
し
、

食
事
・
運
動
療
法
な
ど
の
生
活
指
導
に
加
え
、
必

要
に
応
じ
て
専
門
医
等
へ
の
紹
介
を
し
ま
す
。

糖
尿
病
の
例
を
挙
げ
ま
す
。
糖
尿
病
の
発
見
に

は
、
空
腹
時
血
糖
と
へ
モ
グ
ロ
ビ
ン
（H

bA
1c

）

の
二
項
目
が
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
と
し
て
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
空
腹
時
血
糖
は
朝
食
前
の
血
糖
値

を
表
し
、H

bA
1c

は
一
〜
二
か
月
の
血
糖
の
平

均
値
を
示
し
ま
す
。
現
在
、
空
腹
時
血
糖
は
、
正

常
値9

9
m

g
/d

l

以
下
、
正
常
高
値1

0
0

-
125m

g/dl

、
糖
尿
病
域126m

g/dl

以
上
と
判

定
さ
れ
て
い
ま
す
。H

bA
1c

は
、
正
常
値
五
・

五
％
以
下
、
正
常
高
値
五
・
六
〜
六
・
四
％
、
糖

尿
病
域
六
・
五
％
以
上
と
判
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

糖
尿
病
に
至
っ
て
い
な
い
方
は
、
こ
の
空
腹
時
血

糖
とH

bA
1c

の
組
合
せ
に
よ
り
次
の
四
通
り
に

分
け
ら
れ
ま
す
：
①
共
に
正
常
群
（
空
腹
時
血
糖

99m
g/dl

以
下
、H

bA
1c5.5

％
以
下
）、
②
空

腹
時
血
糖
の
み
正
常
高
値
群
（
空
腹
時
血
糖

100-125m
g/dl

、H
bA

1c5.5

％
以
下
）、
③

H
b

A
1

c

の
み
正
常
高
値
群
（
空
腹
時
血
糖

99m
g/dl

以
下
、H

bA
1c5.6-6.4

％
）、
④
共

に
正
常
高
値
群
（
空
腹
時
血
糖100-125m

g/
dl

、H
bA

1c5.6-6.4

％
）
の
四
群
で
す
。
こ
れ

ら
、
四
群
の
五
年
後
の
糖
尿
病
移
行
率
は
驚
く
ほ

ど
異
な
り
ま
す
。
共
に
正
常
群
で
は
五
年
後
の
糖

尿
病
移
行
率
は
一
％
程
度
で
す
が
、
空
腹
時
血
糖

あ
る
い
はH

bA
1c

の
ど
ち
ら
か
が
正
常
高
値
の

群
で
は
五
年
後
の
糖
尿
病
移
行
率
は
六
％
前
後
と

な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
空
腹
時
血
糖
とH

bA
1c

が
共
に
正
常
高
値
の
群
で
は
五
年
後
の
糖
尿
病
移

行
率
は
三
〇
％
を
超
え
ま
す
。
従
っ
て
、
空
腹
時

血
糖
な
い
しH

bA
1c

の
一
方
が
正
常
高
値
の
方

表２ 健診の有用性 

内容 

１．放っておけば生命に関わるような疾患を早期に発見し、

治療すること 

２．生活習慣に起因することの多い、いわゆる生活習慣病あ

るいはその予備群の発見 

３．病気になりにくいような体をつくるあるいは保つ目安を

提供すること 

４．将来的にがん発生と結付きやすい感染の有無を知ること 

５．その他 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 表２　健診の有用性
有
用
性
の
第
一
は
、
放
っ
て
お
け
ば
生
命
に
関

わ
る
よ
う
な
疾
患
を
早
期
に
発
見
し
、
治
療
す
る

こ
と
で
す
。
胃
が
ん
を
例
に
と
れ
ば
、
無
症
状
の

時
期
に
健
診
の
胃
カ
メ
ラ
で
発
見
さ
れ
た
場
合
に

は
、
九
〇
％
以
上
が
早
期
が
ん
で
あ
り
、
お
腹
を
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は
、
共
に
正
常
値
を
示
す
方
に
比
し
六
倍
糖
尿
病

に
移
行
し
や
す
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、

空
腹
時
血
糖
とH

bA
1c

が
共
に
正
常
高
値
の
群

の
方
は
、
共
に
正
常
値
を
示
す
方
に
比
し
三
〇
倍

糖
尿
病
に
移
行
し
や
す
い
と
推
察
さ
れ
ま
す
の

で
、
よ
り
厳
し
い
生
活
指
導
を
受
け
る
こ
と
と
な

り
ま
す
。（
注
２
）

有
用
性
の
第
三
は
、
病
気
に
な
り
に
く
い
よ
う

な
体
を
つ
く
る
あ
る
い
は
保
つ
目
安
を
提
供
す
る

こ
と
で
す
。
健
康
の
実
現
に
は
栄
養
状
態
が
良
好

に
維
持
さ
れ
、
心
・
脳
血
管
系
・
肺
・
肝
・
腎
・

消
化
管
・
神
経
等
の
諸
機
能
を
劣
化
さ
せ
に
く
く

す
る
よ
う
な
生
活
習
慣
を
心
掛
け
る
こ
と
が
肝
要

で
す
。
例
え
ば
、
健
診
の
血
液
検
査
で
タ
ン
パ
ク

質
あ
る
い
は
そ
の
成
分
で
あ
る
ア
ル
ブ
ミ
ン
値
が

低
下
傾
向
を
示
し
た
際
に
は
、栄
養
状
態
の
悪
化
、

筋
力
の
低
下
等
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
筋
肉
は
四
〇

歳
を
過
ぎ
れ
ば
徐
々
に
萎
縮
し
て
し
ま
い
ま
す
。

一
般
的
に
は
年
一
・
一
～
一
・
二
％
の
率
で
萎
縮

し
ま
す
の
で
八
〇
歳
に
な
れ
ば
、
四
〇
歳
の
時
の

半
分
の
筋
力
で
活
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り

ま
す
。
筋
力
が
減
れ
ば
、
運
動
能
力
も
落
ち
、
転

倒
し
や
す
く
な
る
た
め
骨
折
等
の
リ
ス
ク
も
増
加

し
ま
す
。
筋
力
を
維
持
す
る
に
は
、
日
ご
ろ
筋
力

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
尽
力
し
、
筋
力
を
つ
け
る
よ
う

な
食
事
（
鶏
肉
、
豆
等
）
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

ま
た
、
健
診
は
、
将
来
的
に
が
ん
発
生
と
結
び

付
き
や
す
い
感
染
の
有
無
も
調
べ
ら
れ
ま
す
。
定

期
健
康
診
断
に
は
無
い
項
目
に
な
り
ま
す
が
、
具

体
的
に
は
、
血
液
検
査
で
胃
の
ヘ
リ
コ
バ
ク
タ
ー

・
ピ
ロ
リ
感
染
、
肝
臓
の
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
感
染
等

が
調
べ
ら
れ
ま
す
。
胃
に
ヘ
リ
コ
バ
ク
タ
ー
・
ピ

ロ
リ
が
感
染
し
続
け
て
い
れ
ば
慢
性
胃
炎
を
来
た

し
、
一
生
の
う
ち
で
約
二
〇
％
の
確
率
で
胃
が
ん

等
の
悪
性
腫
が
発
生
す
る
と
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
。
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
で
は
、
Ｂ
型
お
よ
び
Ｃ
型
の

二
種
類
の
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
を
調
べ
る
こ
と
が
重
要

で
す
。
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
（
Ｈ
Ｃ
Ｖ
）
は
感
染

し
慢
性
肝
炎
に
至
っ
た
状
況
で
は
、
年
率
一
％
で

肝
が
ん
が
発
生
し
ま
す
、
さ
ら
に
、
肝
硬
変
ま
で

進
展
し
て
い
れ
ば
肝
が
ん
発
生
は
年
率
六
～
七
％

に
も
増
加
し
ま
す
。
従
っ
て
一
〇
年
で
六
〇
～
七

〇
％
の
方
が
肝
が
ん
を
来
た
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
（
Ｈ
Ｂ
Ｖ
）
も
感
染
し
慢
性

化
し
て
い
る
状
況
で
は
、
や
は
り
肝
が
ん
発
生
に

注
意
が
必
要
で
す
。
肝
が
ん
発
生
率
は
、
肝
硬
変

に
ま
で
進
展
す
る
と
Ｈ
Ｃ
Ｖ
の
半
分
の
年
率
三
％

前
後
で
す
が
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
罹
患
し
て
い
な

い
方
に
比
べ
れ
ば
極
め
て
高
率
を
示
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
こ
れ
ら
の
感
染
症
に
対
し
て
は
極
め
て

効
果
的
な
薬
剤
が
使
用
で
き
ま
す
。
ヘ
リ
コ
バ
ク

タ
ー
・
ピ
ロ
リ
は
一
週
間
の
抗
菌
剤
内
服
で
九

〇
％
以
上
の
方
で
除
菌
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。
Ｈ
Ｃ
Ｖ
は
八
～
一
二
週
の
抗
ウ
イ
ル
ス
剤

の
投
与
で
九
九
％
と
極
め
て
高
率
に
ウ
イ
ル
ス
排

除
で
き
る
時
代
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
二
〇
一
〇
年

以
前
は
Ｈ
Ｃ
Ｖ
に
対
し
て
は
副
作
用
の
強
い
イ
ン

タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
が
使
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
二
〇
一

〇
年
、
虎
の
門
病
院
肝
臓
セ
ン
タ
ー
に
受
診
中
の

Ｈ
Ｃ
Ｖ
の
方
が
、
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
で
は
な
い
内

服
抗
ウ
イ
ル
ス
剤
に
よ
り
世
界
で
最
初
に
Ｈ
Ｃ
Ｖ

排
除
を
達
成
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
イ
ン
タ
ー
フ
ェ

ロ
ン
に
比
し
て
副
作
用
が
軽
く
、
ウ
イ
ル
ス
排
除

率
が
極
め
て
高
い
内
服
抗
ウ
イ
ル
ス
剤
が
製
品
化

さ
れ
、
Ｈ
Ｃ
Ｖ
の
治
療
法
は
激
変
し
ま
し
た
。

一
方
、
Ｈ
Ｂ
Ｖ
は
高
率
か
つ
完
全
に
排
除
す
る

薬
剤
の
発
売
は
い
ま
だ
な
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、

肝
発
が
ん
を
抑
制
す
る
た
め
に
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
を

低
値
に
抑
制
す
る
薬
剤
は
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の

病
原
微
生
物
の
排
除
あ
る
い
は
継
続
的
抑
制
は
健

康
維
持
に
重
要
と
思
わ
れ
ま
す
。（
注
３
）
以
上
の

よ
う
に
健
診
は
、
健
康
状
態
を
よ
り
長
く
良
好
に

保
て
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
方
法
を
提
供
し
て
く

れ
ま
す
。

今
か
ら
約
三
〇
〇
〇
年
前
、
中
国
に
周
王
朝
の

創
立
に
貢
献
し
た
太
公
望
と
い
う
偉
人
が
い
ま
し

た
。
太
公
望
は
実
際
の
人
名
で
は
な
く
、
周
の
祖

で
あ
る
文
公
、
別
名
「
大
公
」
が
待
ち
「
望
」
ん

で
い
た
賢
人
と
い
う
意
味
で
付
け
ら
れ
た
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
実
際
の
名
は
、
呂
尚
で
す
。
そ
し
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て
、
呂
尚
は
『
六り

く
韜と

う
』
と
い
う
兵
法
書
を
残
し
て

い
ま
す
。
韜
と
は
弓
や
剣
を
し
ま
う
袋
を
指
し
、

秘
訣
の
意
味
で
す
。
六
韜
に
は
、
文
韜
、
武
韜
、

龍
韜
、
豹
韜
、
犬
韜
、
虎
韜
（
虎
の
巻
）
が
あ
り

ま
す
。
現
在
、
学
校
で
使
用
す
る
教
科
書
の
解
説

書
と
し
て
、
い
わ
ゆ
る
虎
の
巻
が
あ
り
ま
す
が
、

虎
の
巻
の
由
来
は
、
こ
の
六
韜
か
ら
来
て
い
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
六
韜
の
龍
韜
の
中
に

「
善
く
患
わ
ざ
わ
いを

除
く
者
は
い
ま
だ
生
ぜ
ざ
る
に
理お

さ

む
。」
と
い
う
文
言
が
あ
り
ま
す
。
現
代
訳
で
は
、

わ
ざ
わ
い
を
う
ま
く
処
理
す
る
人
物
は
事
が
起
こ

る
前
に
問
題
を
解
決
す
る
、
と
い
う
意
味
に
解
釈

さ
れ
、
わ
ざ
わ
い
を
予
防
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を

示
し
て
い
ま
す
。
す
べ
て
の
病
気
を
健
診
で
見
つ

け
る
こ
と
は
不
可
能
で
す
が
、
自
覚
症
状
の
な
い

時
期
に
悪
性
腫
瘍
等
を
発
見
し
得
る
こ
と
、
健
康

を
損
ね
か
ね
な
い
生
活
習
慣
病
を
発
見
で
き
る
こ

と
、
将
来
に
向
け
て
病
気
に
な
り
に
く
い
体
を
維

持
す
る
助
け
に
な
る
こ
と
等
よ
り
健
診
の
有
用
性

は
大
き
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

主
な
健
診
の
種
類

体
の
健
康
状
態
を
調
べ
、
何
か
し
ら
の
疾
患
を

発
見
す
る
に
は
何
か
し
ら
の
健
診
を
受
け
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
現
在
、
本
邦
で
は
多
く
の
種
類
の

健
診
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
表
３
に
主
な
健
診
の

種
類
と
内
容
を
記
し
ま
す
。

○
健
康
診
断
（
定
期
健
診
）

健
康
診
断
は
「
労
働
安
全
衛
生
法
」
に
基
づ
い

て
義
務
付
け
ら
れ
毎
年
定
期
的
に
行
わ
れ
る
検
査

で
す
。
企
業
が
労
働
者
の
健
康
状
態
を
把
握
す
る

目
的
で
行
わ
れ
ま
す
。
国
家
公
務
員
の
場
合
、
人

事
院
規
則
一
〇
―
四
第
二
〇
条
に
よ
り
、
各
省
各

庁
の
長
は
定
期
に
職
員
の
健
康
診
断
を
行
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

人
間
ド
ッ
ク
に
比
べ
る
と
検
査
項
目
は
限
ら
れ

て
お
り
、
一
〇
～
一
五
項
目
ほ
ど
で
す
。
検
査
費

用
も
人
間
ド
ッ
ク
よ
り
安
価
で
す
。
オ
プ
シ
ョ
ン

と
し
て
が
ん
検
診
や
特
定
の
検
査
項
目
を
追
加
す

る
こ
と
も
で
き
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
健
康
診

断
の
検
査
項
目
は
所
属
す
る
企
業
に
よ
っ
て
は
オ

プ
シ
ョ
ン
検
査
が
な
い
場
合
や
、
自
身
が
希
望
す

る
検
査
項
目
が
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

○
特
定
健
康
診
査
（
特
定
健
診
）

医
療
保
険
加
入
者
で
四
〇
歳
～
七
四
歳
の
方

は
、
生
活
習
慣
病
に
特
化
し
た
健
診
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
通
常
の
健
診
項
目
に
加
え
て
、

腹
囲
や
血
液
検
査
（
血
糖
・
中
性
脂
肪
・
Ｈ
Ｄ
Ｌ

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
）・
血
圧
等
の
計
測
が
行
わ
れ

ま
す
。
特
定
健
診
の
結
果
、
生
活
習
慣
病
の
発
症

リ
ス
ク
が
高
く
、
生
活
習
慣
を
改
善
す
る
こ
と
で

予
防
が
期
待
で
き
る
と
判
定
さ
れ
た
場
合
に
は
特

定
保
健
指
導
と
い
う
、専
門
ス
タ
ッ
フ
（
保
健
師
、

管
理
栄
養
士
な
ど
）
に
よ
る
、
生
活
習
慣
を
見
直

す
た
め
の
サ
ポ
ー
ト
が
行
わ
れ
ま
す
。

○
人
間
ド
ッ
ク
（
ド
ッ
ク
健
診
）

人
間
ド
ッ
ク
は
、
病
気
の
予
防
や
早
期
発
見
の

た
め
に
全
身
を
対
象
に
行
わ
れ
る
検
査
で
す
。
健

康
診
断
と
の
大
き
な
違
い
は
、
検
査
項
目
の
多
さ

で
す
。
人
間
ド
ッ
ク
は
検
査
の
範
囲
が
広
い
こ
と

で
、
従
来
の
健
康
診
断
で
は
見
つ
け
る
こ
と
が
難

 

表３ 代表的な健診の違い 

 定期健診 特定健診 ドック健診 

意義 健康状態、健康か否か
を評価 

生活習慣病の有無や
重症化予防を評価 

健康状態の把握、生活
習慣病・がんなど全身
を詳しく評価 

早期発見 検査範囲で可能 生活習慣病の早期発
見は可能 

定期・特定健診に比し
早期発見できる病気が
多い 

法律 労働安全衛生法 (注) 高齢者の医療の確保
に関する法律 

なし 

対象 勤労者 40-74 歳の医療保険加
入者 

任意 

費用負担 事業所 (注) 保険者 受診者個人 
検査 少ない（10-15 項目） 少ない（10-15 項目） 多い（50 項目以上）、

オプション検査が多い 

検査後の報

告等 

  

検査結果の後日送付 検査結果の後日送
付、異常者には指導
が行われる 

医師による直接説明、
フォローアップが充実 

注：国家公務員の場合、人事院規則 10―４第 20 条により、各省各庁の長は定期に健康診断を 
実施（職員の費用負担なし） 
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し
か
っ
た
病
気
の
早
期
発
見
や
予
防
に
大
き
く
貢

献
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
法
律
で
実
施
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る

健
康
診
断
と
は
異
な
り
、
人
間
ド
ッ
ク
は
任
意
の

検
査
で
す
。
検
査
項
目
は
医
療
機
関
に
よ
っ
て
異

な
り
、
検
査
項
目
の
内
容
に
よ
っ
て
費
用
が
変
動

し
ま
す
。
健
康
診
断
と
比
べ
る
と
費
用
は
高
く
、

健
康
保
険
の
適
用
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
検
査
結
果

が
出
た
後
に
医
師
か
ら
の
説
明
や
ア
ド
バ
イ
ス
を

受
け
ら
れ
、
生
活
習
慣
の
改
善
や
今
後
の
治
療
に

役
立
て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

最
後
に

以
上
、
健
診
な
ど
に
よ
る
予
防
医
療
に
つ
い
て

述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
現
在
の
日
本
の

医
療
で
は
、
症
状
が
出
て
か
ら
医
療
機
関
に
受
診

し
治
療
を
受
け
る
と
い
う
「
有
症
状
・
診
断
・
治

療
の
医
療
」
が
多
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
医
療
形
態
で
は
病
気
が

進
展
し
て
い
て
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
手
遅
れ
の

場
合
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
事

態
に
な
れ
ば
、
ご
本
人
の
志
は
途
切
れ
、
長
期
休

業
を
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
ま
す
。家
族
も
看
病
、

介
護
で
疲
弊
し
て
い
か
れ
る
と
思
い
ま
す
。
個
人

の
医
療
費
も
高
額
に
な
り
ま
す
が
、手
遅
れ
の
方
、

進
展
し
た
方
が
増
え
れ
ば
国
の
医
療
費
も
圧
迫
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

現
在
の
進
歩
し
た
医
療
技
術
を
用
い
れ
ば
、
多

く
の
病
気
は
防
げ
る
あ
る
い
は
進
展
を
遅
ら
せ
る

こ
と
が
可
能
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
従
っ
て
健

診
に
よ
り
ご
自
分
の
健
康
状
態
、
各
種
疾
患
の
リ

ス
ク
な
ど
を
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
て
お
く
こ
と
が
重
要

だ
と
思
わ
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
が
健
康
診
断
や
人
間

ド
ッ
ク
な
ど
を
利
用
さ
れ
る
こ
と
で
、
生
活
習
慣

を
改
善
し
、
重
症
化
を
未
然
に
防
ぎ
健
康
寿
命
の

延
伸
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
そ
れ
は
増
大
し
続
け

る
医
療
費
の
適
正
化
や
、
医
師
不
足
へ
の
対
応
に

つ
な
が
る
と
考
え
ま
す
。

文
献

（
注
１ 
）
和
田 

高
士
、
人
間
ド
ッ
ク
の
意
義
・
有
用
性
、

人
間
ド
ッ
ク　

2019 ; 33 : 675-682

（
注
２ 
）H

eianza Y, H
ara S, A

rase Y, et al. 
H

bA
(1c) 5.7-6.4%

 and im
paired fasting 

plasm
a glucose for diagnosis of 

prediabetes and risk of progression to 
diabetes in Japan (T

O
PIC

S 3): a 
longitudinal cohort study. Lancet. 
2011;378(9786):147-55.

（
注
3 

）A
rase Y, Kobayashi M

, Suzuki F, et 
al. Effect of type

2 diabetes on risk for 
m

alignancies included hepatocellular 
carcinom

a in chronic hepatitis C
. 

H
epatology. 2013 M

ar;57(3):964-73
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